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きたもと議会だより (２)

12月定例会12月定例会

　
11
月
27
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
11
件
、
委
員
会
提
出
議
案
３
件
、
請
願
４
件
を
慎
重
に
審
議
し

ま
し
た
。

　
特
に
、
議
案
第
65
号
「
第
五
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て
」

は
、
「
今
後
更
な
る
調
査
研
究
及
び
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
、
引
き
続
き
慎

重
に
審
査
を
進
め
る
た
め
」
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

　「
議
案
第
65
号
」
第
五
次
北
本
市

総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
に
つ
い

てＱ
、
基
本
構
想
の
基
本
理
念
と
将

来
都
市
像
に
つ
い
て
、
市
民
意
識

調
査
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い

る
の
か
。

Ａ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
と

し
て
は
、
道
路
交
通
体
系
の
整
備
や
、

道
路
環
境
が
よ
く
な
い
、
東
京
ま

で
の
電
車
の
ア
ク
セ
ス
性
に
し
て

も
今
一
歩
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
・
工
業
振

興
関
係
・
就
労
関
係
等
の
満
足
度

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
第
五
次

北
本
市
総
合
振
興
計
画
に
お
い
て
も
、

満
足
度
の
低
い
も
の
に
つ
い
て
は

重
要
だ
と
考
え
、
力
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
若
い
世
代
が
、
他
の
自

治
体
に
出
て
い
く
傾
向
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
学
校
の
進
学
、

も
う
一
つ
は
、
仕
事
の
関
係
で
す
。

特
に
就
職
時
期
に
北
本
市
内
に
就

職
し
て
仕
事
が
で
き
る
場
所
が
少

な
く
、
都
内
に
行
く
と
、
働
く
場

所
が
多
い
の
も
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

　
併
せ
て
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る

の
は
、
バ
ブ
ル
期
は
家
賃
も
高
か

っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
家
賃
が

東
京
周
辺
で
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
状
況
が
あ
り
、
若
い
世
代
が
東

京
方
面
に
移
り
や
す
い
環
境
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
若
い
人
た
ち
が
働
け
る
場

を
設
け
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
崎
線
の
終
電
車
の
時

間
が
早
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高

崎
線
の
終
電
車
が
延
伸
し
な
い
こ

と
に
は
、
特
に
若
い
世
代
が
、
遅

く
ま
で
働
い
て
い
る
と
家
に
帰
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
も

含
め
て
色
々
な
形
で
環
境
を
整
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
か
を
捉
え
る
た
め
の
機
会
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
た
上
で
計
画
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
は
当
然
だ
と

思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
子
育
て
世
代
が
ど
こ

に
住
む
か
、
そ
れ
が
人
口
の
問
題

を
考
え
る
場
合
は
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
子
育
て
支

援
策
等
が
充
実
し
た
場
所
を
選
ぶ

傾
向
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

北
本
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
策
を
市
外
に
向
け
て
も
発
信

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

「
議
案
第
65
号
」
第
五
次
北
本
市
総

合
振
興
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て

　
本
議
案
に
対
し
て
は
、
議
長
か

ら
「
本
市
を
取
り
巻
く
経
済
・
社

会
情
勢
に
鑑
み
、
慎
重
な
検
証
が

必
要
」
と
の
理
由
に
よ
り
、「
委
員

９
名
を
も
っ
て
構
成
す
る
第
五
次

北
本
市
総
合
振
興
計
画
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付
託

の
上
、
審
査
す
る
」
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
全
員
異
議
な
し
と
し
て
当

該
特
別
委
員
会
付
託
の
う
え
審
査

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
特
別
委

員
長
か
ら
、「
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
し
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

全
員
異
議
な
し
と
し
て
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

【 

紹
　
介 

】
　

　
今
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
特

別
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

○
第
五
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画

　
審
査
特
別
委
員
（
９
名
）

委

員

長
　
工
　
藤
　
日
出
夫

副
委
員
長
　
渡
　
邉
　
良
　
太

委
　
　
員
　
高
　
橋
　
伸
　
治

　
　
　
　
　
諏
　
訪
　
善
一
良

　
　
　
　
　
湯
　
沢
　
美
　
恵

　
　
　
　
　
今
　
関
　
公
　
美

　
　
　
　
　
滝
　
瀬
　
光
　
一

　
　
　
　
　
黒
　
澤
　
健
　
一

　
　
　
　
　
島
　
野
　
和
　
夫

○
北
本
市
議
会
基
本
条
例
制
定

　
特
別
委
員
（
９
名
）

　
議
会
改
革
を
目
指
し
、
北
本
市
議

会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
た
め
、
北

本
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
関
す

る
件
に
つ
い
て
北
本
市
議
会
基
本
条

例
制
定
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
付

託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

委

員

長
　
滝
　
瀬
　
光
　
一

副
委
員
長
　
高
　
橋
　
伸
　
治

委
　
　
員
　
北
　
原
　
正
　
勝

　
　
　
　
　
湯
　
沢
　
美
　
恵

　
　
　
　
　
日
　
高
　
英
　
城

　
　
　
　
　
松
　
島
　
修
　
一

　
　
　
　
　
工
　
藤
　
日
出
夫

　
　
　
　
　
岸
　
　
　
昭
　
二

　
　
　
　
　
加
　
藤
　
勝
　
明

第
五
次
北
本
市

総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て
は

特
別
委
員
会
を
設
置
し
継
続
審
査

第
五
次
北
本
市

総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て
は

特
別
委
員
会
を
設
置
し
継
続
審
査



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

高
橋
伸
治
（
み
ら
い
）

・
教
育
行
政
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

　
ス
・
倫
理
・
礼
儀

・
人
口
問
題

・
再
任
用

中
村
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
影
響

・
子
育
て
支
援
の
あ
り
方
と
課
題

・
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

大
嶋
達
巳
（
み
ら
い
）

・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
避
難
所

・
不
当
利
得
返
還
請
求
義
務
付
け
住
民
訴

　
訟
事
件
の
取
り
下
げ

・
圏
央
道
蓋
か
け
上
部
の
利
用

他
２
件

滝
瀬
光
一
（
平
成
会
）

・
子
ど
も
家
族
の
た
め
の
切
れ
目
の
な
い

　
支
援
（
ネ
ウ
ボ
ラ
）

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
社

　
会
福
祉
協
議
会

・
北
本
総
合
公
園
野
球
場
の
整
備
（
防
球

　
ネ
ッ
ト
整
備
及
び
老
朽
化
し
た
球
場
の

　
改
修
）

他
２
件

保
角
美
代
（
公
明
党
）

・
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援

・
重
度
障
が
い
児
の
保
育
施
設

・
児
童
虐
待
防
止

他
１
件

今
関
公
美
（
緑
風
会
）

・
防
災

・
庁
舎
の
身
体
障
が
い
者
用
駐
車
場

・
職
員
採
用
と
職
務
内
容
等
の
バ
ラ
ン
ス

他
１
件

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
若
者
の
住
居
支
援

・
高
尾
さ
く
ら
公
園
下
の
ホ
タ
ル
池
周
辺

　
整
備

・
災
害
時
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備

　
・
普
及

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将

来に対する方針などをただすもので、定例会に限って行わ

れます。質問方式は、一問一答方式または一括質問一括答

弁方式との選択制で実施しています。

　今定例会では、19人の議員から71件76項目について質問

がありました。その中から主なものの答弁を掲載しました。

問
１
　
庁
舎
の
身
体
障
が
い
者

駐
車
場
の
雨
天
時
等
で
の
乗
降

の
改
善
に
つ
い
て

答
１
　
身
障
者
用
駐
車
場
ご
利

用
の
皆
様
に
は
、
現
在
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
改
善
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乗

降
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
高
い

縁
石
を
撤
去
し
、
斜
め
の
段
差

ブ
ロ
ッ
ク
に
取
り
替
え
る
こ
と

に
よ
り
、
両
側
の
縁
取
り
の
立

ち
上
が
り
を
周
囲
の
舗
装
仕
上

げ
の
高
さ
ま
で
、
低
く
す
る
こ

と
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
雨
天
時
の
改
善
と
い
う
こ
と

で
大
屋
根
を
東
側
へ
延
長
す
る

こ
と
は
金
額
的
に
も
、
工
事
的

に
も
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
東
側
駐
車
場
側
の
大
屋
根

の
下
、
市
役
所
の
東
側
付
近
に

自
動
車
、
バ
ス
乗
り
降
り
用
の

車
寄
せ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

こ
に
車
椅
子
使
用
者
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
１
台
分
を
一
番
南
側
に
、

横
置
き
の
形
で
表
示
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し

て
、
晴
れ
の
日
は
４
台
分
、
雨

の
日
に
も
３
台
分
確
保
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
末
ま
で
に
は
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
１
　
本
市
の
特
徴
あ
る
教
育

と
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
教

育
に
つ
い
て

答
１
　
社
会
が
急
速
に
変
化
す

る
今
日
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

正
し
い
判
断
力
を
持
っ
て
た
く

ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
育
て
る

た
め
に
、
学
力
向
上
へ
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
や
県
・
市
で
実
施
す
る
各

種
の
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を

も
と
に
、
学
力
向
上
推
進
委
員

会
を
組
織
し
、
学
力
向
上
に
向

け
た
授
業
改
善
等
の
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
発
達
段
階
や
特
性
に
応

じ
た
適
切
か
つ
き
め
細
か
な
支

援
や
指
導
を
行
う
学
校
４
・
３
・

２
制
の
研
究
を
推
進
し
、
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
、
系
統

的
な
教
育
課
程
の
編
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
力
向

上
支
援
員
や
特
別
支
援
教
育
支

援
員
、
図
書
館
指
導
員
を
配
置

し
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
、
課
題
解
決
や
成
長

を
見
届
け
て
お
り
、
普
段
の
教

育
活
動
で
理
解
が
十
分
で
な
い
、

ま
た
理
解
を
深
め
た
い
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
と
し
て
、
小
中

学
校
で
土
曜
補
習
、
中
学
校
で

は
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

庁
舎
の
身
体
障

が
い
者
駐
車
場

教

育

行

政

12
月
定
例
会
一
般
質
問

12
月
定
例
会
一
般
質
問

12
月
定
例
会
一
般
質
問

12
月
定
例
会
一
般
質
問

平成27年第３回定例会から、一問一答方式を選択した場合、質問回数の制限を廃止しました。

(３) きたもと議会だより



金
子
眞
理
子
（
緑
風
会
）

・
学
校
司
書
の
配
置

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
・
性
感
染
症
の
予
防

・
障
が
い
者
へ
の
医
療
費
助
成

他
１
件

日
高
英
城
（
緑
風
会
）

・
北
本
市
消
防
団

・
厚
生
労
働
省
の
「
墓
地
経
営
・
管
理
の

　
指
針
等
に
つ
い
て
」
と
今
後
の
公
営
墓

　
地
の
在
り
方

・
公
共
事
業
内
容
の
決
定
方
法
と
責
任

湯
沢
美
恵
（
日
本
共
産
党
）

・
健
康
づ
く
り
の
施
策

・
産
業
振
興
の
施
策

・
職
員
の
配
置
と
賃
金

岸
　
昭
二
（
公
明
党
）

・
市
民
の
元
気
づ
く
り
施
策

・
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
施
行
に
向

　
け
た
取
り
組
み

・
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

北
原
正
勝
（
み
ら
い
）

・
第
五
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画

・
〝
安
心
・
安
全
な
ま
ち
作
り
〟
の
地
域
活

　
動
に
つ
い
て

・
南
部
地
域
基
盤
整
備
事
業
の
取
り
組
み

　
状
況

工
藤
日
出
夫
（
緑
風
会
）

・
新
教
育
長
が
目
指
す
北
本
市
の
教
育
と

　
開
か
れ
た
教
育
行
政
に
向
け
た
今
日
的

　
意
義
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
課
題
の
克
服

　
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

・
公
立
保
育
所
再
編
の
基
本
方
針
を
受
け

　
安
全
で
安
心
し
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

　
が
図
れ
る
保
育
の
確
立
に
向
け
た
公
共

　
の
責
務

松
島
修
一
（
平
成
会
）

・
圏
央
道
Ｉ
Ｃ
及
び
上
尾
道
路
周
辺
地
域

　
の
土
地
利
用
計
画

・
本
市
の
農
道
整
備

・
本
市
の
障
が
い
者
福
祉
（
第
四
期
障
害

　
福
祉
計
画
）

他
１
件

きたもと議会だより (４)

問
１
　
今
後
の
見
通
し
や
接
続

道
路
に
つ
い
て

答
１
　
上
尾
道
路
Ⅱ
期
区
間(

北

本
市
石
戸
宿
よ
り
鴻
巣
市
箕
田

の
９
・
１
㎞)

に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
９
月
の
測
量
・
地
質

調
査
に
引
き
続
き
、
26
年
８
月

に
幅
杭
の
設
置
か
ら
用
地
買
収

ま
で
に
関
す
る
説
明
会
が
実
施

さ
れ
、
買
収
範
囲
を
示
す
用
地

幅
杭
の
設
置
作
業
が
現
在
行
わ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。
併
せ
て

各
地
区
の
計
画
平
面
図
素
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
図

を
受
け
、
国
は
今
後
、
県
、
北

本
市
、
鴻
巣
市
や
関
係
機
関
を

通
じ
、
上
尾
道
路
と
接
続
す
る

県
道
や
市
道
の
形
状
等
に
つ
い

て
も
協
議
、
調
整
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
市
も
、
今
後
国

や
地
元
と
の
調
整
を
図
っ
て
行

く
中
で
、
利
用
し
や
す
い
形
態

に
な
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。

問
２
　
沿
線
土
地
利
用
計
画
に

つ
い
て

答
２
　
上
尾
道
路
周
辺
地
域
に

つ
い
て
は
、
第
五
次
北
本
市
総

合
振
興
計
画
案
の
土
地
利
用
構

想
の
中
で
、
首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道
や
上
尾
バ
イ
パ
ス
等

の
整
備
効
果
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
新
た
な
土
地
利
用
を

推
進
す
る
と
定
め
、
新
た
に
沿

道
サ
ー
ビ
ス
ゾ
ー
ン
に
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
周
辺
地
域
の
企

業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

地
域
が
市
街
化
調
整
区
域
で
あ

り
、
そ
の
多
く
が
農
振
農
用
地

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
大
変
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
企
業
誘
致
可
能
性
調
査

結
果
を
生
か
し
、
上
尾
道
路
の

事
業
進
捗
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
周
辺
地
域
の
土
地
利
用
を
検

討
し
ま
す
。

問
１
　
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

答
１
　
自
治
基
本
条
例
に
よ
り

総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
市
政

運
営
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

た
め
、
第
五
次
北
本
市
総
合
振

興
計
画
で
は
市
政
全
般
に
つ
い

て
の
内
容
を
盛
り
込
み
ま
す
。

　
第
五
次
の
基
本
計
画
で
は
、

各
施
策
の
構
成
要
素
と
な
る
基

本
事
業
レ
ベ
ル
で
、
重
点
分
野

を
設
定
し
、
予
算
や
人
員
等
限

ら
れ
た
資
源
を
効
率
的
に
配
分

し
ま
す
。
前
期
基
本
計
画
の
主

な
施
策
は
子
育
て
支
援
、
住
宅

政
策
、
産
業
振
興
等
の
人
口
減

少
に
対
応
す
る
内
容
と
、
学
校

教
育
、
健
康
作
り
、
生
活
道
路

整
備
、
健
全
な
財
政
運
営
等
、

現
時
点
で
重
点
的
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
分
野
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

問
２
　
近
隣
市
と
の
連
携
に
つ

い
て

答
２
　
圏
央
道
は
北
本
・
桶
川

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
白
岡
菖

蒲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
開

通
し
、
県
内
全
域
が
繋
が
り
ま

し
た
。
ま
た
上
尾
道
路
の
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
を
生
か

す
べ
く
、
本
計
画
の
土
地
利
用

構
想
で
は
南
部
地
域
は
商
業
業

務
地
及
び
複
合
的
な
開
発
地
、

上
尾
道
路
予
定
沿
線
は
沿
道
サ

ー
ビ
ス
ゾ
ー
ン
に
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
圏
央
道
と
上
尾
道
路

の
総
合
相
乗
効
果
を
目
指
す
に

は
隣
接
す
る
桶
川
市
と
の
広
域

的
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
本
市
と
桶
川
市
で
協

議
・
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

上

尾

道

路

第
五
次
北
本
市

総
合
振
興
計
画



問
１
　
総
務
省
が
促
進
す
る
「
観

光
・
防
災
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
整
備
事
業
」
へ
の
対
応

に
つ
い
て

答
１
　
自
治
体
に
よ
る
無
料
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
、
観
光
、
防
災
・
減
災
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
行
政
事

務
効
率
化
の
利
用
目
的
で
行
わ

れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
は
、
災
害

時
の
情
報
伝
達
な
ど
に
効
果
が

あ
り
ま
す
が
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど

の
機
器
の
設
置
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
な
ど
の
経
費
負
担
も
発

生
し
ま
す
の
で
、
災
害
時
だ
け

で
は
な
く
平
時
で
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
活
用
策
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
財
政
面
と
合

わ
せ
、
関
係
部
署
と
協
議
を
行

い
、
他
市
の
先
進
事
例
な
ど
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
研
究

を
し
て
い
き
ま
す
。

問
２
　
水
害
が
予
想
さ
れ
る
地

域
の
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、

住
民
、
さ
ら
に
は
近
隣
自
治
体

や
そ
の
住
民
と
の
間
で
の
避
難

誘
導
訓
練
の
必
要
性
に
つ
い
て

答
２
　
今
年
度
の
水
防
訓
練
と

し
て
、
国
・
県
が
発
表
し
た
洪

水
予
報
、
水
防
警
報
、
水
位
周

知
を
迅
速
か
つ
的
確
に
伝
達
す

る
情
報
伝
達
業
務
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

洪
水
時
に
お
い
て
歩
け
る
深
さ

は
大
人
で
70
セ
ン
チ
以
下
、
女

性
で
50
セ
ン
チ
以
下
、
ま
た
小

学
校
５
・
６
年
生
で
は
水
深
20

セ
ン
チ
よ
り
上
に
な
る
と
避
難

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

浸
水
か
ら
速
や
か
に
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
と
な
り
ま
す
。
市
民
や
関
係

機
関
を
対
象
と
し
た
訓
練
を
今

後
は
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
市
長
の
目
指
す
市
民
本
位
の
政
治

・
中
期
財
政
計
画
と
第
五
次
北
本
市
総
合

　
振
興
計
画

・
北
本
市
の
高
齢
化
に
対
応
し
た
施
策
の

　
充
実

横
山
　
功
（
平
成
会
）

・
第
６
次
産
業
化
を
目
指
し
た
産
業
政
策

　
の
充
実

・
市
の
活
性
化
策

・
教
育
の
充
実

他
３
件

加
藤
勝
明
（
平
成
会
）

・
中
丸
８
丁
目
一
般
ゴ
ミ
埋
め
立
て
跡
地

　
の
利
用

・
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
駐

　
車
場
の
確
保

・
北
本
市
の
特
産
品
の
育
成

他
１
件

渡
邉
良
太
（
み
ら
い
）

・
都
市
計
画
に
お
け
る
容
積
率
の
緩
和

・
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
の
取
り
組
み

諏
訪
善
一
良
（
仮
称
北
本
会
）

・
市
長
の
街
づ
く
り
の
姿
勢

・
第
五
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画
の
広
域

　
的
見
地
か
ら
の
位
置
づ
け

他
３
件

　議会では、皆さんの生活に

密着した重要な問題を審議し

ています。

　身近な市政を知るためにも、

議会を傍聴してみませんか。

傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内

(５) きたもと議会だより

駅
西
口
広
場

防

災

保
育
の
充
実

問
１
　
低
年
齢
児
保
育
の
充
実

と
課
題
に
つ
い
て

答
１
　
現
在
、
生
後
８
週
以
降

保
育
が
可
能
な
民
間
保
育
園
は

１
か
所
の
み
で
、
他
の
民
間
保

育
園
で
は
、
歩
行
可
能
と
な
っ

て
か
ら
保
育
の
受
け
入
れ
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
公
立
保

育
所
で
は
、
中
央
保
育
所
以
外

の
保
育
所
で
生
後
６
か
月
か
ら

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

低
年
齢
児
の
保
育
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
国
の
指
針
に
基
づ

く
配
置
人
数
の
基
準
に
よ
り
保

育
士
を
配
置
し
、
保
育
士
の
確

保
と
育
成
、
支
援
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
今
後
、
公
立
保
育
所

の
再
編
を
検
討
す
る
中
で
、
０

歳
児
等
の
低
年
齢
児
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
２
　
公
立
保
育
所
再
編
の
基

本
方
針
を
受
け
、
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
を
図
る
こ
と
の
で
き

る
保
育
の
確
立
に
つ
い
て

答
２
　
児
童
福
祉
法
で
保
護
者

の
労
働
ま
た
は
疾
病
、
そ
の
他

の
事
由
に
よ
り
、
児
童
の
保
育

を
必
要
と
す
る
場
合
、
市
町
村

に
お
い
て
保
育
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
市
町
村
は
認
定

こ
ど
も
園
等
に
必
要
な
保
育
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本
市

は
平
成
24
年
度
か
ら
年
度
当
初

の
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
１
・
１
前
後
で
、
ゼ
ロ

歳
児
の
人
口
も
昨
年
度
は
３
８

８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
立

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
保
育
の

提
供
量
や
今
後
の
見
込
み
量
を

考
慮
し
、
再
編
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



(６)議会・委員会の動き

建設経済常任委員会建設経済常任委員会

保健福祉常任委員会保健福祉常任委員会

「コンビニ交付」

Ｑ．コンビニ交付証明システム更新業務の適正価格について

Ａ．現在、住基カードを使用してコンビニの多機能端末による印鑑証明書や住民票等の交

付サービスを行っています。その機器の保守管理が平成27年６月末で終了しますので、機

器の更新のために、ハードウエアの更新費用としてサーバー1,100万円、導入経費900万円、

消費税を含めて2,160万円の債務負担行為の補正を行います。予算の見積りにあたっては、

２業者から見積りを徴取し計上していますが、導入に向けての作業では、情報政策を統括

する政策推進課と連携を図り、また、県内でコンビニ交付を導入している市・町からも情

報を収集し、適正な価格について確認したいと考えています。

「あすなろ学園の指定管理者」

Ｑ．現在の指定管理者に対する利用者の満足度や評価、経営状況について

Ａ．平成26年度では、「満足している」とした利用者が93％となっています。２か月に一

度保護者会も開催していますが、特に苦情等はいただいていません。経費についても、企

業努力により節減しています。現在の指定管理者である社会福祉法人埼玉県社会福祉事業

団は、健全に事業経営を行っていますし、あすなろ学園を任せられるものと考えています。

総務文教常任委員会総務文教常任委員会

「公共施設マネジメント計画」

Ｑ．公共施設マネジメント計画と固定資産台帳整備事業の関係性について

Ａ．今回、公共施設マネジメント計画については、固定資産台帳の整備と併せて平成28年

度に策定することとしたため、27・28年度の債務負担行為の限度額自体は変えることなく、

27年度分の経費を減額しました。

　今回の固定資産台帳整備事業は、各公共施設の建物や電気設備、機械設備等の更新時期

や改修等にかかる経費を把握し、公共施設の老朽化を数値として捉えることを主な目的と

しています。公共施設マネジメント計画を策定する前に固定資産台帳の整備をすることで、

得た情報を基にスムーズに計画を進めていけるものと考えています。加えて、台帳の情報

に基づいて施設の管理計画を策定することが望ましいという総務省の通知もあったところ

です。

　このようなことから、固定資産台帳を公共施設マネジメント計画と併せて整備するのが

効率的であると考え、今回債務負担行為の補正を行いました。

委員会での質疑委員会での質疑



きたもと議会だより

議 会 報 告 会議 会 報 告 会

委員会行政視察委員会行政視察

(７)

○第９回議会報告会を開催しました

　去る１月16日（土）に西部公民館及び17日（日）に南部公民館において、第９回議会

報告会を開催しました。16日には36名、17日には33名の参加がありました。

■�総務文教常任委員会
　10月6日から8日まで、大阪府高石市：共同利用型自治体クラウド事業について、京都府

長岡京市：行政評価について、滋賀県守山市：グローバル社会を生きる力の育成(ハロー

イングリッシュプロジェクト)について視察しました。守山市では、グローバル社会に対

応できる人材育成と一人ひとりの主体的な学びの実現を目的として市内全小学校区の５歳

児及び小学校１年から４年生を対象にＡＬＴによる英語活動をすることで、幼少期から英

語コミュニケーションの素地を発達段階に応じて養う事業を実施しています。子ども達が

外国語に興味関心を示し、外国人にも積極的にコミュニケーションをとる姿勢が培われ、

国際人としての資質を身につける一助となることが期待されています。

■�保健福祉常任委員会
　10月21日から23日まで、三重県いなべ市：元気づくりシステム事業について、同県伊賀

市：伊賀市がめざす地域包括ケアシステム構築事業について、同県名張市：名張版ネウボ

ラ（妊娠・出産・育児の切れ目のない支援）について視察しました。いなべ市では、住み

慣れた地域でいつまでも暮らせる予防重視型システムを目指して、要支援・要介護状態と

なるおそれがある人及びサービスを利用していない人などを対象に、自宅訪問を行い事業

への参加を促しています。これらの取り組みから得られたものは、地域の力を活かすこと

を考えるようになったことや、支援メニューの卒業後にボランティアとして担い手に回る

意識が芽生えたことなどを挙げることができ、今後は、市民一人ひとりの幸せづくりに資

することができるような事業にしたいとのことでした。

■�建設経済常任委員会
　10月6日から8日まで、香川県高松市：①丸亀町商店街のまちづくりについて②丸亀町商

店街市街地再開発事業について、同県東かがわ市：特産品開発によるまちづくりについて、

同県善通寺市：①民間住宅リフォーム支援、市内商業活性化事業について②讃岐もち麦ダ

イシモチ普及促進事業について視察しました。善通寺市の讃岐もち麦ダイシモチ普及促進

事業は、食物繊維を豊富に含むダイシモチの普及に取り組み、地元業者と協力して、ダイ

シモチの関連商品を数多く開発しました。さらに、景観作物としての素質を利用してダイ

シモチの里を新しい名所にしようとの動きも始めています。今後は、ダイシモチを健康食

材として全国展開を図り、新たな取組みに挑戦していきたいとのことでした。

■�議会運営委員会
　8月10日から11日まで、愛知県大府市：①議会活性化について②委員会のテーマ活動に

ついて、静岡県藤枝市：①議会運営全般について②議会改革の取り組みについて視察しま

した。議長より「１　議会報告会の在り方について」「２　委員会の活性化について」「３

　議会基本条例の制定に向けての取り組みについて」の諮問を受け、議会改革に先進的に

取り組んでいる２市において、タブレット端末、電子黒板の導入や委員会活動の活性化、

さらに予算に向けたＰＤＣＡサイクルについて視察してきました。これらの研修を基に検

討し、実行できるものから順次推進していきます。



きたもと議会だより (８)

※議長は表決に参加しないため、表決結果は空欄になって

　います。

※表の見方　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：棄権

主な提出案件の結果一覧主な提出案件の結果一覧

【継続審査とは】

　議会の活動は、原則として会期中に限定されていますが、「継続審

査を要する」とされた案件があった場合には、閉会中に委員会が活動

することを認めるかどうかについての採決が行われます。採決の結果、

継続審査が認められた場合には、付託先委員会は、閉会中に継続審査

を行い、その結果、結論が得られた場合には、次期定例会に審査結果

を報告します。
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第五次北本市総合振興計画基本構想について

北本市部設置条例の一部改正について

北本市税条例等の一部改正について

北本市印鑑条例の一部改正について

公の施設の指定管理者の指定について

市道の路線の認定について

平成27年度北本市一般会計補正予算（第３号）

北本市議会会議規則の一部改正について

北本市教育に関する事務の職務権限の特例に関
する条例の制定について

北本市議会の議員その他非常勤の職員の公務災
害補償等に関する条例の一部改正について

北本市基本構想を議会の議決事件と定める条例
の全部改正について

平成27年度北本市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

北本市の健康増進活動及び環境改善整備に関す
る請願

「仲仙道北本工区街路整備事業未整備箇所の早
急な整備」を求める意見書

平成27年度北本市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

北本総合公園の野球場防球ネット設置と安全な
使用に関する請願

『「安全保障関連法」（国際平和支援法、平和安全法制
整備法）をすみやかに廃止し、立憲主義の原則を堅
持することを求める意見書』の提出を求める請願

北本市総合振興計画の基本計画を議決事件とす
る請願
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